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In this paper we propose QueReSeek, an associated web search engine that uses keywords defined in dictionaries.
We use Wikipedia to take advantage of the collective intelligence of wide range of data contributers(i.e. Wikipedia
authors). Furthermore, our system connect a wide range of web content based on the keywords found on the target
web-page.

1. はじめに

ウェブを用いた情報検索は，日常生活においても無くてはな
らないものとなった．しかし，検索クエリとして入力した文字
列の条件一致で結果を提示する検索エンジンでは，効果的な検
索クエリの生成能力が重要であり，的確な結果を得るまでに要
する時間や，得られた結果の質は検索者の情報検索スキルに依
存してしまう．そこで我々は，検索履歴であるクエリログをコ
ミュニティ内にて共有し，「いま閲覧中のウェブページは，他の
人が入力したこの検索クエリで発見できます．」という情報を
ウェブ閲覧者に提示する，情報検索行為を支援するする仕組み
QueReSeek(QRS) について検討してきた [丹 07] [丹 08]．し
かし，この手法が効力を発揮するには，蓄積されたログの規模
が重要になる．また，この手法の検討の中で，間違って利用さ
れたクエリ文字列の除去が課題として残っていた．一般的に，
この手の課題解決には統計学的手法が有効であると考えられ
が，入力ミスのクエリ文字列の除去にもある程度のログの量が
必要となるのである．
そこで今回は，既に辞書で定義済みの言葉をQRSに適用す

ることで，検索履歴を使用することなく閲覧中のウェブコンテ
ンツに関連する，“既に他者に認知されているであろうキレイ
な文字列”である言葉の提示を試みた．そして，更にその認知
可能な文字列で繋がっているという理由から結果を導く，関連
ウェブコンテンツの連想検索について検討した．

2. QueReSeekの考え方

ここでは，QRSの考え方の基本となる，検索エンジンの入
力と出力である検索クエリと検索結果の関係，そして，その検
索クエリと検索結果の二部グラフの参照により得られる関連す
るウェブコンテンツの特定方法について述べる．

2.1 検索クエリと検索結果の関係
検索者がクエリ文字列を検索エンジンへ入力すると，検索

エンジンはロボットによって収集したウェブコンテンツ集合に
対して全文検索を行う．そして，採用しているアルゴリズムに
よって算出されたスコアに基づいてウェブコンテンツの順位を
決定し，そのの URL一覧を検索結果として検索者へ返す．言
い換えると，検索クエリはウェブコンテンツを対象とした全文
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図 1: 検索クエリ-検索結果である URLの二部グラフ

検索の結果であるコンテンツ集合に含まれる文字列であり，検
索クエリはランキングアルゴリズムによってコンテンツの断片
としてウェブコンテンツと結びついている．これを逆から見る
と，“検索結果集合に含まれるウェブコンテンツを一言で表す
と検索クエリになる” ということになり，ウェブコンテンツが
一言に抽象化されたことに相当する．
検索クエリと検索結果として得られるウェブコンテンツを指

す URL集合の二部グラフを図 1に示す．検索クエリ queryA

の検索結果として得られるウェブコンテンツを指す URL を，
結果のランキング順に urlA1，urlA2，. . .と表している．これを
逆から見ると，ウェブコンテンツ urlA1，urlA2，. . .が queryA

の一言になる．
ここで，検索クエリ queryBの検索結果であるURLの集合

も同様に示すと，検索クエリの近さによっては，同じウェブコ
ンテンツを指す URL が得られる場合がある．図では urlB1，
urlB2，urlB3 がそれぞれ，urlA2，urlA3，urlA4 と同じウェ
ブコンテンツを指している．ここで，urlA2(=urlB1) が閲覧
中のウェブコンテンツであるとするならば，urlB2(=urlA3)，
urlB3(=urlA4)は，queryA，queryBで繋がったウェブコンテ
ンツになる．
本提案では，queryA，queryB が辞書で定義されている言

葉であるので，urlB2(=urlA3)と urlB3(=urlA4)は，辞書で定
義済みの一般に認知されているであろう言葉によって関連す
るウェブコンテンツということになる．これらをユーザに提示
する．
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2.2 関連する検索クエリととウェブコンテンツ
検索クエリと検索結果であるURL集合のセットを大量に用

意しておくことで，閲覧中のウェブコンテンツが検索結果とし
て得られる検索クエリを複数得ることができる．これを元に複
数のウェブコンテンツをユーザへ提示するには，それらを提示
する順番を決める必要がある．
まず，閲覧中のウェブコンテンツを示す urlに関連する検索

クエリのリストを求める必要がある．検索結果から得られるパ
ラメータは，その検索クエリ queryでのヒット数Hit(query)，
検索結果内における閲覧中 urlの順位 Rankurl(query)，そし
て，閲覧中 urlの存在する検索結果を返した検索エンジンの個
数 Enginesである．この検索エンジンの個数は，複数の検索
エンジンからの結果を束ねた際に取得できる値である．これら
三つの値を元に，閲覧中 urlと検索クエリの関連性に関するス
コア Scoreurl(query) を算出する式を式 (1)に定義する．

Scoreurl(query)

=

(
100 −

∑Engines

e
Rankurl(query,e)

Engines
+ 1

)
× Engines

× log

(∑queries∈results(url)

q

∑Engines

e
Hit(q,e)∑Engines

e
Hit(query,e)

) (1)

第一項は，検索結果の上位に位置するウェブコンテンツほ
ど，検索クエリとの関連は強いことを表している．検索結果
の上位 100 件を対象としたので，その検索クエリを複数エン
ジンで検索した際，閲覧中 url の平均ランクが 1 位であれば
100となる．第二項は，その検索クエリを複数エンジンで検索
した際，閲覧中 urlが存在する検索結果を返した検索エンジン
の個数である．その検索クエリをどの検索エンジンで検索して
も閲覧中 urlが検索結果に含まれるということは，検索クエリ
と閲覧中 urlの関連が強いことを表している．第三項は，ヒッ
ト数による検索クエリの語としての汎用性，専門性を表してい
る．閲覧中 url が検索結果に含まれる複数の検索クエリのヒッ
ト数全ての積算値に対し，その検索クエリがどのくらいの割合
を占めているかを求める．この値が大きいと，一般的に用いら
れる汎用的な言葉であり，小さいと特殊で専門的な言葉である
と言える．ここではその逆数をとることで，値が大きい場合に
は複数個ある検索クエリの中でも専門性の高い言葉であり，そ
の URLの指すウェブコンテンツを特徴づけている言葉である
ということになる．ヒット数は値の範囲が広いので対数をとっ
た．このスコアで検索クエリをソートすることで，閲覧中の
ウェブコンテンツに関連する検索クエリの順位が求まる．
次に，求まった検索クエリで繋がるウェブコンテンツを指す

URLを求める．複数の検索クエリによる複数の検索エンジン
からの検索結果を束ねるためのスコア Score(URL)を算出す
る式を，式 (2)に定義する．

Score(URL)

=
∑queries∈results(url)

q

{(10 − RankURL(q) + 1) × Scoreurl(q)}
(2)

閲覧中 urlに関連する検索クエリ全ての検索結果上位 10件
のURLに対し，式 (1)の第一項と同じ考え方に基づいた値と，
式 (1) で求めたその閲覧中 urlに関連する検索クエリ自体のス
コア Scoreurl(query) を重みとして掛け，その値を総和したも
のを，閲覧中 url と関連するウェブコンテンツを指すURL の
関連度を表すスコアとした．複数エンジンの結果に存在する場

図 2: QueReSeekの検索結果画面

合も，そのまま積算する．このスコアの高い URLから順に並
べることで，閲覧中ウェブコンテンツに対し，辞書で定義済み
の言葉で繋がった関連度の高いウェブコンテンツを得ることが
できる．

3. 実装

ここでは，QueReSeek feat. Wikipedia にて実装したイン
タフェース，そして用意したデータセットについて述べる．

3.1 インタフェース
QRSの検索結果を得るためには，閲覧中のウェブコンテン

ツを指す URL をシステムに渡す必要がある．通常の検索クエ
リ文字列の入力とは異なり，URL文字列は英数記号の羅列で
あるので，検索の都度 URL文字列を入力することはユーザに
とって負担が大きい．そこで，ウェブ閲覧中でも構築したシス
テムにアクセスしやすい手段を三つ用意した．

• ブックマークレット

ブックマークレットとは，ブックマークに登録された
JavaScriptのことである．ウェブの閲覧中，そのウェブ
コンテンツに対する QRSの検索結果が必要になった際，
ユーザはブックマークレットを実行することで QRS の
システムを呼び出すことができる．ユーザはブックマー
クレットの実行を能動的に行う必要があるが，ユーザの
利用するウェブブラウザに最も依存しにくい汎用的な手
段である．

• ユーザスクリプト

ウェブブラウザの Firefoxでは，Add-onsのGreasemon-

key ∗1を導入することで，ウェブコンテンツのロードの
際，ウェブコンテンツの内容にかかわることなくユーザ
の用意した JavaScriptを実行することができる．そこで，
ウェブコンテンツのロード完了後，自動的にQRSのAPI

を呼び出すユーザスクリプトを作成した．このスクリプ
トを用いることで，閲覧中のウェブコンテンツに関連す
るキーワードが存在する際，コンテンツ表示領域の左上
にアイコンを提示しユーザへ通知する．

• Firefoxの Add-ons

上記ユーザスクリプトの機能を拡張機能のモジュールとし
て実装した．これにより，ウェブブラウザのインタフェー

∗1 https://addons.mozilla.org/ja/firefox/addon/748
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スと QRS の結果表示を一体化することができる．この
Add-onsを導入することで，閲覧中のウェブコンテンツ
に関するキーワードの個数が，ウェブブラウザの下部に
位置するステータスバーに表示される．

QRSによる検索結果の表示画面を図 2に示す．画面上位に
は閲覧中のウェブコンテンツに関連したキーワードと，その語
の定義が記述されている各辞書の記事へのリンクが一覧で表示
される．そして，それらのキーワードによって繋がった他ウェ
ブコンテンツが，繋がりの根拠となるキーワードと共に提示
される．また，この他ウェブコンテンツから更に関連するキー
ワードによって繋がったウェブコンテンツを探し出すリンクも
提供している．ユーザはこれらのリンクを辿り，繋がりの根拠
となったキーワードである語の定義を確認したり，他のウェブ
コンテンツへと閲覧を進めることになる．

3.2 データセット
図 1の二部グラフを構築するために用いた，キーワードと

URLについて述べる．

• キーワードのリスト

キーワードの入手先となる辞書には，オンライン参加型
百科事典であるWikipedia(日本語)∗2，はてなキーワー
ド∗3，そして，小学館の「日本大百科全書 (ニッポニカ)」
をベースに構築されている Yahoo!百科事典∗4に掲載され
ている言葉を用いた．これにより，約 75万語のキーワー
ドを用意できた．

• URLのリスト

用意したキーワードを検索クエリとし，検索エンジン
Google∗5，Yahoo!∗6，Live Search∗7 にて検索を行い，そ
れぞれの結果に含まれる上位 100件のURLについて，明
らかにコンテンツタイプが html ではないと想定される
拡張子のものを除いて収集した．また，URL文字列の末
端が “/index.(htm|html|shtml)” である場合，“/” 以降
を削除することで，そのディレクトリを表すURL文字列
にする簡単な正規化を行った．これにより，約 9,800 万
件の URLを用意できた．

4. 考察

本章では，構築したシステムを利用してみた感懐を元に，
QRSについて議論する．
前回の試みでは，Web Proxyのログから抽出できた検索ク

エリを元に検索クエリ-URL の二部グラフを構築したが，閲覧
中のウェブコンテンツに対して他者の利用した検索クエリを提
示できる割合が少なく感じる場合が多々あった [丹 08]．しか
し，今回の試行では関連キーワードとしての検索クエリを提示
できる場合が多くみられ，データセットの量が質に転化した印
象を持った．

QRSによる検索結果は，微妙なURL違いに敏感であること
が判った．あるサイト example.comを提供しているサーバは，
ウェブブラウザからのリクエストヘッダーやアクセス元の IP

∗2 http://ja.wikipedia.org/

∗3 http://k.hatena.ne.jp/

∗4 http://100.yahoo.co.jp/

∗5 http://www.google.co.jp/

∗6 http://search.yahoo.co.jp/

∗7 http://www.live.com/

アドレスなどでクライアント側の利用言語を想定し，到達ペー
ジをリダイレクトで動的に切り替えていることがある．この
とき，例えば http://example.com/index.htmlにアクセス
ると，クライアントが日本語環境では http://example.com/

index-ja.html，英語環境であれば http://example.com/

index-en.htmlへのリダイレクトを返すとする．すると，QRS

では閲覧中のURLを用いるので，日本語環境下での閲覧では，
http://example.com/index-ja.htmlで検索クエリ-URLの
二部グラフを参照することになる．この場合，同じウェブコン
テンツを指すURLが複数存在することになるので，QRSによ
る検索結果を得ることができる可能性が低下する．特に，検索
エンジン側では，http://example.com/がその exampleのサ
イトを示す URLであるとしていたりもするので，組み合わせ
によっては，QRSの結果が異なることになる．現状のQRSは，
URL文字列の単純比較で処理しているので，これらの現象はや
むを得ないと考えられる．しかし，URL文字列に対し強力な正
規化パターンを適用できれば，ある程度の揺らぎを緩和できる
と思われる．これに関し，検索エンジン側でも複数 URLを持
つ同一ウェブコンテンツの問題を抱えおり，最近では唯一の正
しい URLをサイト作成側にて指定できる Canonical Link要
素の導入を進めている [Google 09][Yahoo 09][Microsoft 09]．
これが普及すると，閲覧中のウェブコンテンツについての正規
化された URLを取得できるので，微妙な URL違いにもロバ
スト性を持つ検索結果を返すことが可能であると考えられる．

QRSを呼び出すことで，閲覧中のウェブコンテンツから静的
なリンクではなく，提示された定義が存在する言葉繋がりで他
のウェブコンテンツへ閲覧を遷移することができる．ウェブコ
ンテンツや繋がりとなる言葉の意味解析を行うことなく，単純
な文字列マッチングだけで，Link-free Browsing[Iwazume 08]

を実現している．
QRSでは，全文検索エンジンによる検索結果をデータセッ

トの準備に用いているので，ウェブコンテンツ内での共起度の
高い近傍の言葉繋がりでウェブコンテンツの検索を行う．とこ
ろが，Yahoo! JAPAN∗8について QRS の検索結果を求める
と，“退場”が関連キーワードの上位に来る．この原因は，ウェ
ブコンテンツ内に含まれる文字列ではなく，Yahoo! JAPAN

へのリンクに付与されたアンカーテキストに含まれる文字列で
あることが想定される．これより，検索エンジンの基本はウェ
ブコンテンツ内の全文検索であるが，アンカーテキストも十
分考慮されていることが判る．このことから，QRSは単なる
文書内での近傍にある言葉のみならず，ウェブコンテンツのリ
ンク関係による言葉の繋がりをも提示できることになるので，
検索結果には意外性が盛り込まれていると言える．つまり，意
図した的確な情報を検索結果に求めない利用の仕方，例えば着
想支援などアイデア想起にも有用で，現状のキーワードサーチ
だけでは探せないウェブコンテンツを見つけ出すことが可能で
あると思われる．
今回は，キーワードのデータソースとして，オンライン百

科事典を用いた．オンラインでの自由編集型の百科事典では，
記事内容についての信頼性について議論の対象になる場合が多
い．しかし本手法では，事典の内容である語の定義を利用する
のではなく，辞書のインデックスにその語が存在しているとい
うことのみしか利用していない．つまり，その文字列が意味を
なしているという，辞書に掲載される程の認知度があるという
ことだけを用いているに過ぎない．よって，辞書内における語
の定義の信頼性に関する課題については，本手法とは別問題で
あり，信頼性の議論は，QRSの検索結果にて提供される，語

∗8 http://www.yahoo.co.jp/
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の定義へのリンク辿ってからのこととなる．この場合でも，複
数の辞書へのリンクを提供できれば，利用者自身が記事を比較
することが可能となる．特に今回は，Yahoo!百科事典もキー
ワードのデータソースとして利用している．この事典は署名
記事から成り立っており，この事典を参照できる場合には，語
の定義に関してもそれなりの信頼性を担保できると思われる．
キーワードと同様，提示する他のウェブコンテンツの方も，複
数の検索エンジンの結果を採用することで，特定のウェブコン
テンツが検索結果に表示されないなどの問題も解決できると思
われる．

5. まとめ

本稿では，群衆の叡智であるWikipediaを辞書に用いるこ
とで，集合知の視点からウェブ空間を俯瞰し，閲覧中コンテン
ツの近傍にあるウェブコンテンツを探し出す，次世代型の情報
検索エンジンである QueReSeek feat. Wikipediaについて紹
介した．QRSを用いると，一般的なウェブコンテンツに用語
開設の footnote のようなリンク先を提示できるので，QRSの
ユーザはウェブコンテンツに関連する言葉を定義に戻って確認
できるようになる．これは，辞書参照の新しい方法でもある．
今後は，知識ドメインを絞った専門領域への応用を検討した

い．これには，特定分野を対象とした検索エンジンの利用や，
専門分野に特化した辞書を用いることで可能となると思われ
る．また，予め二部グラフを構築しておくアーキテクチャの制
約上，ニュースサイトやウェブログなど，即時性のあるウェブ
コンテンツにに対しては効果を発揮しにくいので，これを改善
したい．また，URL- 検索クエリ-URLと二部グラフを参照し
たが，検索クエリ-URL-検索クエリで参照すると共起度の高い
言葉のリストができる．共起している割合が多い言葉の集合
は，概念体系が近いところにある言葉と言えるので，更なる応
用も検討したい．
提示するキーワードに，集合知の要素を持った辞書を用いて

いる．また提示する URLの入手先も，PageRankのようなリ
ンクを張った人々の総意によってランキングされた結果を用い
ているので集合知の要素を含んでいる．そして，これらをデー
タソースに用いた QRSによって得られる結果は，集合知を掛
け合わせたものであり，素性が幾分不透明なものであると言え
よう．ところが QRSは，人間がなんとなく繋がる理由を理解
できる検索結果を返すことが多い．検索者の意図を汲み取り，
検索行為の文脈に合わせ，的確な検索結果を瞬時に返す検索エ
ンジンは非常に有用であろう．しかし，自分の検索行動によっ
て辿りついたウェブコンテンツから，一歩引いたところで周り
を俯瞰し，それによって検索対象に到達できるような検索エン
ジンもまた役に立つのではないだろうか．
構築したシステムは，http://rhodes.ex.nii.ac.jpにて

公開している．
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